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価
で
い
い
N
で
す
ね
」
口
小
山
と
荒
ら
ご
指
示
い
た
だ
け
ね
ば
隼
室
開
事
官
も
務
め
た
－
さ
も
あ
る
野
日
は

7

．

2

2

1
年
3
尺
墓
累
積
万
福
島
第
1
一
暴
露
っ
た
犬
津
波
間
何
雪
山
削
雲

J

F竹
は
「
固
で
判
断
し
だ
ほ
レ
い
」
と
挙
る
」
と
迫
る
石
田
尺
直
提
言
い
放
っ
た
占
い
う
。
「
そ
の
件
は

危
険
性
を
警
告
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
む
り
ず
、
危
険
性
が
無
視
さ
れ
続
け
た
こ
と
が
問
一
号
返
す
。

森
本
は
実
名
で
の
取
材
「
そ
う
し
よ
志
」
と
述
べ
、

「津

安
全
蚕
と
手
を
握
っ
て
い
る
か
ら
、

一
に
応
じ
て
い
な
い
が
、
了
承
と
受
白

目波
抜
き
L

に
同
意
し
た
0

・

余

計

な

こ
と
を
雷
う
な
」

題
に
な
っ
た
l

，一
つ
の
チ
ャ
ン
ス
は
事
故
の
前
年
0

．岡
原
発
3
号
機
で
プ
ル
ト
三
ウ
ム
を
一
一
取
っ
た
と
み
ら
れ
る
0

・

だ
が
、
保
安
院
に
も
護
被
害
を
保
安
院
の
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
人
警
官

含
む
燃
料
を
使
用
す
る
デ
ル
サ
l
マ
ル
」
を
行
う
こ
と
を
霊
祭
了
解
す
る
条
件
と
一
「
あ
う
ん
」
の
呼
吸
で
福
島
県
側
懸
念
す
る
人
聞
は
い
だ
保
安
襲
担
当
し
て
い
た
原
子
力
安
全
広
報
課

し
て
～
暴
露
委
委
確
認
が
求
め
ら
れ
た
時
だ
。
政
府
部
門
に
も
津
波
対
策
を
求
一
の
「
了
承
」
を
取
り
付
け
た
エ
ネ
庁

震
安
全
審
査
室
長
の
小
林
勢
。
小
長
の
磨
君
小
林
に
警
巴
た
。

め
る
声
も
あ
っ
た
が
、
国
策
の
プ
ル
サ
l
マ
ル
推
進
が
優
先
さ
れ
、
チ
ャ
ン
ス
は
捨
て
ら
一

．
は
、
経
産
相
・
・直
嶋
正
行
の
説
得
に
乗
林
に
よ
る
と
凶
年
7
月
ご
ろ
、
意
を
「
あ
ま
り
関
わ
る
と
ク
ビ
に
な
る
よ
」

れ
た
。
当
時
の
聖
」
を
検
証
し
、
教
暫
定
探
っ
た
。

（

敬
語
、
肩
書
は
当
時
）
－

U
出
す
。
こ

2aに関
す
る
「
大
臣
決
し
て
上
司
の
原
子
力
発
電
安
全
審
野
口
も
原
も
、
保
安
院
で
、

3
号

・
指
示
」を
取
り
付
げ
る
た
め
だ
っ
た
。
査
課
長
・
野
口
哲
男
に
直
訴
し
た
。
機
プ
ル
サ
l
マ
ル
を
め
ぐ
り
冬
至
庁

だ
。
新
任
の
県
生
活
環
境
部
次
長
、

h

直
嶋
の
説
得
に
臨
ん
だ
の
は
後
に

「
（
津
波
の
問
題
を
合
め
て
）
原
子

と
の
窓
口
役
を
務
め
る
人
物
だ
っ

荒
竹
宏
之
も
同
席
し
て
い
た
。
東
一
電
顧
問
広
天
下
り
し
て
批
判
さ
れ
力
安
全
寮
員
会
で
議
論
し
た
方
が
い
た
。

小
山
に
よ
れ
ば
、

森
本
は
こ
う
迫
た
エ
主
庁
長
官
、
石
田
徹
。
エ
ネ
庁

い」

野
口
は
実
名
で
の
取
材
対
応
を
拒

っ
た
。
「
津
波
な
ど
は
含
ま
な
い
評
が
残
し
た
メ
モ
に
よ
れ
ば

「大
臣
か
エ
丞
庁
で
プ
ル
サ
l
マ
ル
翌
暴
否
。
原
は
取
材
に

「ノ
ン
キ
ャ
リ
ア

の
後
輩
2
0
0人
程
庵
毎
週
初
人

0

・
レ
す
i

程
度
と
撃
し
て
童
文
個
別

W

J

’ノ
2

T

M

に

い

ち

い

ち

記

憶
じ
さ
っ
て
お
ら

ず
、
残
念
で
す
」
と
答
え
た
。
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1
京
年

第

東

叩

〉

島
玄

wm・供

福
す

＝
提

2
0
0
9年
、
経
済
産
業
省
原
子

力
安
全
・
保
安
院
（
当
時
）
は
、
前

年
に
改
定
さ
れ
た
原
発
耐
震
指
針
に

治
っ
て
、
既
存
原
発
の
安
全
性
を
確

認
す
る
「
耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
」

に
追
わ
れ
て
い
た
。

1
9
7
8年
の

旧
指
針
策
定
以
降
、
大
き
く
進
ん
だ

地
震
や
津
波
の
察
室
反
映
喜
る

作
業
は
多
忙
を
極
め
て
い
た
。
．

そ
の
さ
な
か
の

ω年
6
月
、
福
島

－
第
1
原
発
を
議
題
と
し
た
会
合
で
、

－
司
藤
明
性
口
語
錦
町
時

2

V
M
『
つ
も
の
、
訟
の
っ
て
、
津
波
に
関
し
て
咽
瞳

ヨ
圃
は
非
常
に
で
か
い
も
の
が
来
て
い

．』
掘
調

討
回
る
。
調
査
結
果
も
出
て
い
る
が
、
全
相
丹

一
司
凶
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
」

4
H

市
品
製
畢
野
な
ど
を
襲
っ
た
「
貞
観
翻

「
百
画
の
津
波
」
（
8
6
9年
）
が
再
来
し

F
民目

ヨ
届
た
ら
福
島
第
1
も
無
事
で
は
済
ま
な
田
明

主
主
・
い
。

2
年
後
を
予
告
す
る
よ
う
な
警

i

三
一
組
告
だ
っ
た
が
、
保
安
院
は
「
津
波
想
脅

ヨ
咽
定
審
議
討
す
る
」
と
、
袋
詰
り

z脳
F

H
M幽
し
た
。

E
蝿

a

＝
＝
函
翌
年
2
月
、
彊
同
県
知
事
の
佐
藤

h

彊
過
雄
平
は
県
議
会
で
、
東
電
の
不
祥
事
’
司

’

で

凍

結

υて
い
た
岡
原
発
3
号
機
の
園
ト
d
v

圃
プ
ル
サ
l
マ
ル
に
つ
い
て
、
耐
震
安
園
盟

全
性
の
確
認
な
ど
3
条
件
が
満
た
さ

F

園
園
．
罫

れ
れ
ぼ
同
意
す
る
方
針
を
表
明
し

J
醐
馳
晶
同
盟

犬
そ
の
2
カ
月
後
、
福
島
県
原
子
力
令
帯
損

安
全
対
策
課
長
の
小
山
吉
弘
は
そ
の
一
川

耐
震
安
全
性
確
認
の
範
囲
を
め
ぐ
る

‘

折
衝
で
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
を
訪

れ
、
原
子
力
立
地
・
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
産
業
韻
長
の
森
本
英
雄
と
相
対
し
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安
全
規
制
を
行
う
原
子
力
安
全
・
保
な
っ
た
の
は
2
0
0
9年
6
月
。
産
業

安
院
は
経
済
産
業
省
の
も
と
に
置
か
扶
集
会
第
所
の
岡
担
行
信
が
最
初

れ
、
原
発
を
推
進
す
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
に
貞
観
津
波
を
指
摘
し
た
の
は
そ
の
直

l
庁
と
一
つ
屋
根
の
下
に
あ
っ
た
。
こ
前
で
、

3
号
機
プ
ル
サ
l
マ
ル
問
題
が

の
結
果
、
厳
し
い
安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク
浮
上
し
た
こ
ろ
に
は
、
小
林
は
貞
警

は
仔
ね
れ
ず
、
事
業
者
に
も
弱
腰
だ
っ
波
へ
の
懸
念
を
強
め
て
い
た
。
魔
者

．
た
こ
と
が
事
故
の
遠
因
に
な
っ
た
と
指
に
よ
る
警
告
が
相
次
い
で
い
た
た
め

．
摘

さ

れ

て

い

る

。

だ

。

保
安
院
の
耐
震
安
全
審
査
室
長
だ
っ
小
林
は
「
3
号
機
の
津
波
評
価
の
実

た
小
林
勝
は
、
政
府
事
故
調
に
「
昔
か
施
を
当
時
の
課
長
の
野
口
哲
男
に
直
訴

ら
耐
震
安
全
性
の
審
査
を
や
っ
て
い
る
・
し
た
が
、
野
日
ら
に
圧
力
を
か
げ
ら
れ

人
の
中
に
は
事
業
者
の
言
い
な
り
で
～
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。

波
風
を
立
て
ず
に
、
と
い
う
人
も
い
た
口
エ
～
丞
庁
で
プ
ル
サ
l
マ
ル
担
当
参
事

保
安
院
が
事
業
者
か
ら
軽
く
見
ら
れ
て
官
も
務
め
た
野
口
に
つ
い
て
、
あ
る
・

い
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。

J

保
安
院
O
Bは
「
経
産
省
の
技
術
系
職

小
林
が
耐
震
審
査
の
現
場
責
任
者
に
員
は
、
保
安
院
組
と
エ
ネ
庁
組
に
分

マ
ル
実
施
を
優
先

h

事
故
で
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
壊
れ
た
墓
思
電
力
福
島
第
1
原
発
の
（右
か
ら
）

4

1
議
、
2
号機、
3
号機、
4
号
機

A
o－
－
年
8
月

保安院担当者が「圧力」証言

か
れ
て
い
た
。
野
口
氏
は
エ
ー
丞
庁
組
だ

つ
だ
か
ら
（
規
制
側
の
）
保
安
院
へ
の

異
動
に
は
驚
い
た
」
と
証
言
す
る
。

「
『
野
口
君
、
今
の
君
は
推
進
側
じ
ゃ

な
い
か
ら
ね
』
と
兄
談
め
か
し
て
言
わ

れ
て
い
た
。
立
ち
位
置
を
間
違
え
る
な

と・
・・」
事
撃
か
」
め
ぐ
っ
て
検
察
審
査
会
が
7

月
末
、
「
福
島
原
発
告
訴
団
L

な
ど
が

告
訴
・
告
発
し
て
い
た
勝
俣
恒
久
元
東

電
会
長
ら
旧
経
営
陣
3
人
を
起
訴
す
る

べ
き
だ
と
の
2
度
目
の
議
決
を
公
表
。

業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
強
制
起
訴
さ

れ
る
。
．

告
一
菌
は
今
年
1
月
～
野
口
を
食
む

計
9
人
も
告
訴
・
告
発
状
を
東
京
地
検

に
提
出
ι
政
府
事
故
調
に
よ
る
小
林
の

調
書
が
昨
笠
木
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
が

契
機
と
な
っ
た
。

プ
ル
サ
l
マ
ル
を
め
ぐ
り
福

一
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

島
県
が
求
め
た
「
3
号

機

の

耐

一

な

い
か
」
と
の
国
会
事
故
調
の

震
安
全
性
確
認
い
の
範
囲
を
ど

…
指
摘
に
対
し
、
内
堀
は
ロ
年
6

う
す
る
か
。
県
と
国
の
や
り
と
す

一
月
の
記
者
会
見
で
「
経
産
省
の

り
を
等
、
醤
周
は

「
津
波
評
塑
方
と
私
が
具
体
的
な
や
り
と
り

価
な
し
、
事
力
安
全
委
員
会
審

一
を
し
た
と
い
う
経
緯
竺
切
な

－

の
評
価
は
求
め
な
い
」
で
喜
一
一
万
い
」
と
述
べ
、
こ
れ
毒

害

し
た
。
こ
の
経
緯
を
知
事
の
佐
山

一
た。

藤
雄
平
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
平

．担
当
部
長
の
代
理
と
し
て
担

担
当
副
知
事
だ
っ
た
内
堀
雅
雄
知
山
当
課
長
の
小
山
吉
弘
と
同
席
し

（
現
知
事
）
は
知
っ
て
い
た
と

E
て
い
た
荒
竹
宏
之
は

「こ
の
話

同
リ
し河
川
釘
骨

r－
・

0

河川時
－つ
一戸、、

3
r

一口同
h
u
p
f耳
守
y
u
b刈

…守

、

ヮ

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
0年
4
月
の
経
済
麗

業
相
・
直
嶋
正
行
へ
の
事
務
説

明
で
、
．資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長

官
の
石
田
徹
が
副
知
事
ま
で

相
談
し
て
の
説
。
今
、
知
事

ま
で
ム
げ
る
の
は
得
策
で
は
な

い
」
と
述
べ
、
安
全
寮
広
評
価

を
求
め
な
い
こ
と
の
了
承
を
求

め
た
と
の
「
査
レ
ク
概
要
」

文
書
が
有
力
な
根
拠
た
。

「
県
は
、
津
波
対
策
を
国
に

ー

の
よ
げ
方
を
ど
う
し
た
か
記

い
＼
憶
は
な
い
」
と
多
く
を
語
急

な
川
い
。

で

一

首
も
、

県
は
エ
ネ
庁
の
考

か

…
え
を
聞
い
た
だ
け
で
「

（知
事

定

一
に
内
容
を
〕
上
げ
て
い
な
い
。

憶

一
ム
げ
る
意
味
が
な
か
っ
た
」
と

記

一
明
言
す
る
が
、
内
堀
へ
の
墾
ロ

「

一
に
つ
い
て
は
言
琴
議
す
。

内

一
堀
は
取
材
に
、
．書
面
で
こ
う
答

一
え
た
。

「
墾
ロ
を
受
け
た
か
ど

山
う
か
、
記
憶
は
定
か
で
な
い
」


